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会社概要

■ 部門別売上高比率

会社概要
（1999年3月31日現在）

社名 株式会社クボタ

英文社名 KUBOTA CORPORATION

創業年月 明治23年2月

設立年月 昭和5年12月

資本金 78,106,526,000円

発行済株式総数 1,409,655,369株

株主数 64,304名

従業員数 15,156名

主要事業所

主要製品

●パイプシステム

ダクタイル鉄管　FWパイプ スパイラル鋼管　パーマパイプ ビニルパイプ ポリエチレン
パイプ プラスチックバルブ　小型球体ポンプ　各種ポンプ　各種バルブ

●素形材

反応管　貨油管　製紙用サクションロールシェル　特殊鋳鋼品　普通鋳鋼品　鋼塊用鋳型
圧延用ロール　エンジン鋳物　機械鋳物　セラミックス　Gコラム　Gパイル ダクタイル
セグメント 排水管

●機械

トラクタ 管理機 テーラー　耕うん機 コンバイン　バインダー　ハーベスタ 田植機
インプルメント アタッチメント 乾燥機 アームハウス 米加工販売機　農用軽四輪　電動
カート ライスロボ 共同乾燥施設　精米施設　共同育苗施設　酪農畜産施設　園芸・共選
施設 グリーン管理機器　芝刈機　各種エンジン ミニバックホー ホイルローダ　キャリア
油圧ショベル ウエルダー ゼネレータ 各種自動販売機　各種計量・計測機器　計量・計測
制御システム パーソナルCADシステム　空調機器　鋳造プラント　灌漑・水システム

●環境施設

下水処理プラント 下水汚泥焼却・溶融プラント 浄水処理プラント 廃棄物最終処分場浸
出水処理プラント 産業廃水処理プラント その他各種排水処理プラント し尿処理プラント
水処理用有機膜ユニット ごみ焼却・溶融プラント　産業廃棄物処理プラント　粗大ごみ・
不燃ごみ破砕プラント　廃棄物リサイクルプラント 破砕・超微粉砕設備

●住宅機材

カラーベスト（コロニアル アーバニー ランバート ミュータス　ルネッサ ジュネス）
洋瓦　その他各種屋根材　防火サイディング　セラディール　セラステート バスルーム
浴槽　浄化槽

兵庫県�
武庫川製造所�

尼崎工場�
伊丹分工場�

技術開発研究所�

愛知県�
東海工場�

大阪府�
本社�

堺製造所�
堺臨海工場�
浪速分工場�

ビニルパイプ工場�
枚方製造所�
久宝寺工場�
恩加島工場�

新淀川分工場�
大浜工場�

�

滋賀県�
滋賀工場�

茨城県�
筑波工場�
竜ヶ崎工場�
鹿島工場�
基盤技術研究所�

栃木県�
宇都宮工場�

千葉県�
船橋工場�
市川工場�

東京都�
東京本社�

神奈川県�
小田原工場�

報告書の編集方針について

本報告書の活動内容・データは、全事業所の1998年度
（1998年4月1日～1999年3月31日）の実績を主体と
して一部過去の活動と1999年度の活動を含んでいます。
本報告書は「環境調和創造企業をめざす」当社の取り組み

について第1の重点報告事項として「クボタと地球環境」の
章で、当社が地球環境の保全に幅広い分野で取り組んでい
る活動について、大地、水、大気、暮らし、自然という項目
に分けて環境と調和する技術・製品等について紹介してい
ます。
次に第2重点報告事項として「クボタ環境マネジメントシ

ステムの拡充と実績」の章で、環境と調和する事業活動の
ベースとなる環境マネジメントシステム、製品づくりを通じ
てのゼロ・エミッション化、省エネルギー・省資源対策等に
ついて紹介しています。


